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■ 後期高齢２割の患者負担配慮措置対応について 

 

令和４年１０月より、７５歳以上の方で一定以上の所得がある方は医療費の窓口負

担割合が２割となります。これまで補助区分で「１割」か「３割」のみ選択することが可

能でしたが、令和４年１０月１日から「２割」が選択できるようなります。 

 

※「２割」が表示されない場合は、プログラム更新を行って頂きますようお願い致しま

す。 

 

＜ 負担割合変更手順 ＞ 

負担割合が２割に変更になった場合は、必ず 保険追加（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ６） より、新しい

保険情報の登録を行って下さい。 
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 後期高齢２割負担の患者様は、令和４年１０月１日から令和７年９月３０日までの間、

１ヶ月の外来医療の負担増加額を３，０００円までに抑える配慮措置があります。（入

院の医療費は対象外です。） 

 １割負担の場合と比べた時の１ヶ月の負担増が最大３，０００円となるように、窓口

負担上限額は、「１割負担＋３，０００円」または、「１８，０００円」のいずれか低い額、

７５歳到達月は「１割負担＋３，０００円」または、「９，０００円」のいずれか低い額で計

算されます。 

 

（例） 

外来診療で診療合計点数が３，６８７点の場合、通常の２割負担の計算では、自己負

担額が７，３７０円となりますが、配慮措置により、 

「１割負担額（３，６８７円）＋３，０００円」の、６，６８７円で計算されます。 

 

※窓口負担額の計算は、医療費が３，０００点以下の場合は１０円単位、３，０００点

を超える場合は１円単位の計算となります。 
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※保険単独医療の診療後に公費負担医療等の診療がある場合、患者負担が窓口 

負担上限額を超える可能性があります。 

請求確認画面に「★★ 収納業務で一括再計算を行ってください ★★」とメッセ 

ージが表示されますので、 ２３ 収納 より、一括再計算を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２３ 収納 より、該当患者を呼び出します。 

「★★ 【高齢者現物給付】一括再計算を行ってください ★★」とメッセージが表示さ

れているので、 一括再計算（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ４） を選択します。 
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窓口負担上限額（今回の例では１８，０００円）で再計算され、上限額以上の入金額は

過入金として計上されますので、必要に応じ 返金（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ７） より、返金処理を行

って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

返金処理後、正しい金額で請求書兼領収書を再発行したい場合は、該当の会計情報

を選択し、 再発行（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ２） より発行できます。 
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■ 後期高齢者２割のレセプト対応について 

 

 レセプト対応については、１０月末を予定しております。それまで後期高齢者２割の

レセプトは、 ４２ 明細書 にて種別不明レセプトとなります。 

１０月末のプログラム提供までは ４２ 明細書  及び ４４ 総括表・公費請求書 

に下図のようにメッセージを表示されます。 

 

 ４２ 明細書 画面 

 

 

 

 

 

 ４４ 総括表・公費請求書 画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月診療分からの特記事項の記載について、下記表の通り一部変更となります。 

所得区分 
特記事項記載コード 多数回該当の場合 

負担割合 
９月末まで １０月以降 ９月末まで １０月以降 

現役並みⅢ ２６ 区ア（変更なし） ３１ 多ア（変更なし） 

３割 現役並みⅡ ２７ 区イ（変更なし） ３２ 多イ（変更なし） 

現役並みⅠ ２８ 区ウ（変更なし） ３３ 多ウ（変更なし） 

一般Ⅱ 
２９ 区エ 

４１ 区カ 
３４ 多エ 

４３ 多カ ２割 

一般Ⅰ ４２ 区キ ４４ 多キ １割 

低所得Ⅱ 
３０ 区オ（変更なし） ３５ 多オ（変更なし） １割 

低所得Ⅰ 

 


